
北極海の海氷が従来の予想をはるかに超える速度で

減少し，ヒマラヤなどの山岳氷河が急激な消耗を示し

ているなど，地球温暖化によって，雪氷圏は明らかに

大きく変動しつつある．雪氷圏の変動は，アイス・ア

ルベド（雪氷・太陽放射反射率）フィードバックを通

じて，温暖化を加速する可能性が指摘されているが，

アルベド変化には雪氷面積の減少以外にも，雪氷表面

の汚れや雪粒の大きさの変化も関与している．また，

気候への影響以外にも，水資源，凍土の融解にともな

うメタンの放出，白熊などに象徴される極域生態系の

変動など，雪氷圏の変動に付随する広範な影響の存在

が指摘されている．このような背景から，2000年から

WCRPのコアプロジェクトの一つとして，雪氷圏と

気候に関する研究計画（CliC：The Climate and
 

Cryosphere）が始まり，国際地球物理年から50年を

記念して，両極をターゲットとした国際極年（2007年

～2008年）が始まっている．

そこで本シンポジウムでは，「雪氷圏から語る気象

と気候」をテーマとして，様々な切り口で雪氷圏と気

候の問題を語るべく，気象研究所の青木輝夫氏には

「大気エアロゾルの沈着が積雪アルベドに与える影響」

を，北海道農業研究センターの広田知良氏には「北海

道・道東地方の土壌凍結深の減少傾向および農業への

影響」，海洋研究開発機構地球環境観測研究センター

の大畑哲夫氏には「北ユーラシアにおける雪氷圏変動

と気候」，北大低温科学研究所環オホーツク観測研究

センターの三寺史夫氏には「環オホーツク圏領域気候

モデル」，気象研究所の保坂征宏氏には「温暖化シ

ミュレーションにみる雪氷と気候」についてそれぞれ

講演していただいた．

総合討論では，どの話題についても満遍なく活発な

質問と討議があり，またシンポジウム参加者からも好

評をいただき，「雪氷圏の変動にはそれほど関心を

もってもらえないのではないか」といった主催者側の

危惧は杞憂であった．討論の主要な内容をまとめたも

のを講演要旨の後に掲載した．最後に，講演を引き受

けて下さった講師の方々，シンポジウムに参加して下

さった方々，そしてシンポジウムの準備と運営に尽力

していただいた気象学会北海道支部の皆様と学生諸子

に，この場を借りて厚く御礼申し上げたい．
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